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むつ市議会第２１２回定例会会議録 第７号

平成２４年６月２２日（金曜日）午前１０時開議議事日程 第７号

◎諸般の報告

【委員長報告、質疑、討論、採決】

第１ 議案第38号 むつ市市民協働まちづくり会議条例

第２ 議案第39号 むつ市印鑑登録及び証明に関する条例等の一部を改正する条例

第３ 議案第40号 町の区域の変更について

第４ 報告第10号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成23年度むつ市後期高齢者医療特別会計補正予算）

第５ 報告第12号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成23年度むつ市水道事業会計補正予算）

第６ 報告第13号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（むつ市税条例の一部を改正する条例）

第７ 報告第14号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（むつ市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

第８ 報告第15号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成23年度むつ市国民健康保険特別会計補正予算）

第９ 報告第20号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成24年度むつ市国民健康保険特別会計補正予算）

【議員提出議案上程、提案理由説明、質疑、討論、採決】

第10 議員提出議案第３号 基地対策予算の増額等を求める意見書

第11 議員提出議案第４号 こころの健康を守り推進する基本法の制定を求める意見書

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（山本留義） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は25人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（山本留義） 議事に入る前に諸般の報告を

行います。

６月13日、各委員会に付託いたしました議案の

審査結果について、総務教育、産業建設、民生福

祉の各常任委員長から それぞれ会議規則第104条、

の規定に基づき、委員会審査報告書の提出があり

ました。なお、報告書はお手元に配布しておりま

すので、ごらん願います。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（山本留義） 本日の会議は議事日程第７号

により議事を進めます。

◎日程第１～日程第９ 委員長報告、

質疑、討論、採決

〇議長（山本留義） 日程第１ 議案第38号 むつ

市市民協働まちづくり会議条例から、日程第９

報告第20号 専決処分した事項の報告及び承認を

求めることについてまでの９件を一括議題といた

します。

委員会付託した議案についての各委員会におけ

る審査の経過並びに結果について、各常任委員長

から報告を求めます。

まず、議案第38号、議案第40号及び報告第13号

、 。について 総務教育常任委員長の報告を求めます

総務教育常任委員長。

（10番 石田勝弘議員登壇）

〇10番（石田勝弘） 総務教育常任委員会に付託さ

れました議案２件、報告１件について、審査の経

過と結果をご報告申し上げます。

本委員会は、６月13日、関係部長等の出席を求

めて審査いたしました。

審査の結果は、お手元に配布されております委

員会審査報告書のとおりでありますが、付託され

ました議案及び報告につきましては、全会一致で

原案のとおり可決、承認すべきものと決定いたし

ました。

以下、審査の過程において出されました主なる

質疑等について申し上げます。

初めに、議案第38号 むつ市市民協働まちづく

、 、り会議条例についてでありますが 理事者側から

市民協働・参画の推進に向けて必要な調査、研究

及び審査を行う附属機関を設置するためのもので

あるとの説明がありました。

これに対し委員から、委員の公募における若年

層や職業別への配慮、会議の公開と結果の公表及

び現時点で予定している部会についての質疑があ

り、理事者側から、公募については、市内在住の

18歳以上を対象とし、応募者が17名以上あった場

合は、十分に考慮しながら選考したいと考えてお

り、職業別については考えていないが、団体分野

に配慮し選任することも一つの視点として持って

いる。また、会議は原則公開とし、結果の公表に

ついては、ホームページ等に会議の概要等を可能

、 、な範囲で載せたいと考えており 部会については

現在、市民政策提案及び市民提案型の補助金を募

集しているので、この部分で部会を設けて審査す

ることを考えているとの答弁がありました。

また、別の委員から、委員の任期は２年とある

が、任命された委員は自動更新となるのか、２年
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ごとに選任し直すのかとの質疑があり、理事者側

から、２年経過後は再度公募し直す予定であると

の答弁がありました。

さらに、同じ委員から、この会議で審査検討さ

、 、れた計画及び政策は 議会に諮ることになるのか

それとも市長専決となるのか、また、議会の権限

を侵害するのではないかとの質疑があり、理事者

側から、この会議は、執行機関が政策を形成して

いく前段階での案を出していただくためのもので

あり、計画等の策定については、パンフレットと

してまとめ市民への広報をしていくこととなるこ

とから市長決裁となるかと思う。また、政策提案

等を採択するかどうかについては最終的に市長の

判断となるが、これに伴う条例及び予算等の必要

な部分については、これまでどおり議会に提案し

議決を得ることになるので、議会との関係におい

て今までのスキームに変更はないとの答弁があり

ました。

さらに、別の委員から、この会議の趣旨と具体

的な流れについての質疑があり、理事者側から、

市民協働のまちづくりをどのように進めていくか

を検討するための会議であり、市民政策提案、市

民提案型の補助金制度の審査及び市民向けの市民

協働参画計画の策定や、予算への市民意見の反映

と自治基本条例制定の要否の検討などを行うとの

答弁がありました。

さらに、複数の委員から、類似する他の会議と

同じ委員構成にならないよう、幅広く一般の方か

ら意見を取り上げていただきたいとの要望があり

ました。

次に、議案第40号 町の区域の変更についてで

ありますが、理事者側から、農林水産省から青森

県に所管換えされた国有林地をむつ市脇野沢九艘

泊に編入するためのものであるとの説明がありま

した。

これに対し委員から、むつ市全体の面積と所有

権についての質疑があり、理事者側から、むつ市

全体の面積に変更はなく、青森県の所有になって

いるとの答弁がありました。

次に、報告第13号 専決処分した事項の報告及

び承認を求めることについてでありますが、理事

者側から、むつ市税条例の一部を改正する条例を

専決処分したもので、地方税法及び国有資産等所

在市町村交付金法の一部改正に伴い、所要の条文

整備をしたもので、主な改正点は、固定資産税の

評価替えに伴い、土地に対する固定資産税の負担

調整措置が平成24年度から平成26年度まで３年間

、 、延長されるほか 課税標準の特例措置等について

地域決定型の地方税制措置が設けられたこと、東

日本大震災の被災者等が、自宅の滅失により土地

を譲渡した場合の所得控除の特例に係る滅失要件

の緩和及び譲渡期限の延長がなされたこと及び公

的年金等以外の所得を有しなかった者が、寡婦控

除を受けようとする場合に申告書の提出が不要に

なったとの説明がありました。

これに対し委員から、負担の増減はあるのかと

の質疑があり、理事者側から、増減ということで

はなく、税の軽減に係る特例措置等が拡大あるい

は期限延長となる趣旨であるとの答弁がありまし

た。

以上で、総務教育常任委員会の審査報告を終わ

ります。

〇議長（山本留義） これで総務教育常任委員長の

報告を終わります。

次は、報告第12号について、産業建設常任委員

長の報告を求めます。産業建設常任委員長。

（18番 大瀧次男議員登壇）

〇18番（大瀧次男） 産業建設常任委員会に付託さ

れました報告１件について、審査の経過と結果を

ご報告申し上げます。

本委員会は、６月13日、関係局長等の出席を求

めて審査いたしました。
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審査の結果は、お手元に配布されております委

員会審査報告書のとおりでありますが、付託され

ました報告につきましては、全会一致で承認すべ

きものと決定いたしました。

以下、審査の過程について申し上げます。

報告第12号 専決処分した事項の報告及び承認

を求めることについてでありますが、理事者側か

ら、平成23年度むつ市水道事業会計補正予算を専

決処分したもので、水道事業建設改良工事４件を

平成24年度に繰り越したことにより、平成23年度

の工事にかかわる仮払消費税が減となったため、

仮受消費税から仮払消費税を控除した額である消

費税支払相当額が増額となり、支出予算に不足を

生じたことから 収益的支出の支払消費税を900万、

円増額したものであるとの説明がありましたが、

委員からの質疑等はありませんでした。

以上で、産業建設常任委員会の審査報告を終わ

ります。

〇議長（山本留義） これで産業建設常任委員長の

報告を終わります。

次は、議案第39号、報告第10号、報告第14号、

報告第15号及び報告第20号について、民生福祉常

。 。任委員長の報告を求めます 民生福祉常任委員長

（20番 佐々木隆徳議員登壇）

〇20番（佐々木隆徳） 民生福祉常任委員会に付託

されました議案１件、報告４件について、審査の

経過と結果をご報告申し上げます。

本委員会は、６月13日、関係部長等の出席を求

めて審査いたしました。

審査の結果は、お手元に配布されております委

員会審査報告書のとおりでありますが、付託され

ました議案及び報告につきましては、全会一致で

原案のとおり可決、承認すべきものと決定いたし

ました。

以下、審査の過程において出されました主なる

質疑等について申し上げます。

初めに、議案第39号 むつ市印鑑登録及び証明

に関する条例等の一部を改正する条例についてで

ありますが、理事者側から、住民基本台帳法の一

部改正及び外国人登録法の廃止に伴い、所要の条

文整備をするためのものであるとの説明がありま

したが、委員からの質疑等はありませんでした。

次に、報告第10号 専決処分した事項の報告及

び承認を求めることについてでありますが、理事

者側から、平成23年度むつ市後期高齢者医療特別

会計補正予算を専決処分したもので、後期高齢者

医療保険料納付金の確定に伴い、歳出に不足が生

じたため増額補正したものであるとの説明があり

、 。ましたが 委員からの質疑等はありませんでした

次に、報告第14号 専決処分した事項の報告及

び承認を求めることについてでありますが、理事

者側から、むつ市国民健康保険税条例の一部を改

正する条例を専決処分したもので、東日本大震災

の被災者等に係る国税関係法律の臨時特例に関す

る法律及び地方税法の一部改正に伴い、国民健康

保険税の課税について、東日本大震災の被災居住

用財産の敷地に係る譲渡要件の緩和及び譲渡期限

延長の特例を適用するため、所要の条例改正を行

ったものであるとの説明がありましたが、委員か

らの質疑等はありませんでした。

次に、報告第15号 専決処分した事項の報告及

び承認を求めることについてでありますが、理事

者側から、平成23年度むつ市国民健康保険特別会

計補正予算を専決処分したもので、決算見込みに

より歳入歳出それぞれ１億4,711万9,000円を減額

補正したものであるとの説明がありましたが、委

員からの質疑等はありませんでした。

次に、報告第20号 専決処分した事項の報告及

び承認を求めることについてでありますが、理事

者側から、平成24年度むつ市国民健康保険特別会

計補正予算を専決処分したもので、平成23年度の

医療給付費等の確定に伴い、平成23年度予算の歳
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入に４億9,452万6,000円の不足が生じる見込みと

なったことから、平成24年度予算の歳入を繰上充

用したものであるとの説明がありました。

これに対し委員から、仮に５年間で累積赤字を

解消できなかった場合は、再度、保険税を値上げ

することも考えているのかとの質疑があり、理事

、 、者側から 国保会計の社会環境が悪化する中では

国保税の税率を上げても収納額が必ずしもふえる

という状況ではないため、会計内努力により被保

険者の負担増につながることはなるべく避けてい

かなければならないと思っているとの答弁があり

ました。

また、別の委員から、５億円以上あった累積赤

字の解消が思うように進んでいない理由について

の質疑があり、理事者側から、被保険者の減少及

び所得低下による調定額の減額が上げられるが、

前期高齢者交付金が２年連続で合計約２億

7,000万円の減額精算となっていることが大きな

要因となっている。しかし、平成24年度からは減

額精算とならない予定のため、財政上の改善が図

られるものと考えているとの答弁がありました。

さらに、別の委員からは、この赤字問題は５億

円が10億円になる可能性もあるので、次の世代に

負担を残すことにならないようにきちんとした形

で赤字解消計画を実践していただきたいとの要望

がありました。

以上で、民生福祉常任委員会の審査報告を終わ

ります。

〇議長（山本留義） これで民生福祉常任委員長の

報告を終わります。

以上で、各常任委員長の報告を終わります。

ここで議事整理のため、午前10時30分まで暫時

休憩いたします。

午前１０時２０分 休憩

午前１０時３０分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

これより質疑、討論、採決を行います。

先ほど一括議題といたしました３議案６報告に

ついては、それぞれ区分して質疑、討論、採決を

行いますので、ご了承願います。

◇議案第３８号

〇議長（山本留義） まず、議案第38号 むつ市市

民協働まちづくり会議条例について、総務教育常

任委員長報告に対し、質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第38号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第３９号

〇議長（山本留義） 次は、議案第39号 むつ市印

鑑登録及び証明に関する条例等の一部を改正する

条例について、民生福祉常任委員長報告に対し、

質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「
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〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第39号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第４０号

〇議長（山本留義） 次は、議案第40号 町の区域

、 、の変更について 総務教育常任委員長報告に対し

質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第40号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇報告第１０号

〇議長（山本留義） 次は、報告第10号 専決処分

した事項の報告及び承認を求めることについて、

、 。民生福祉常任委員長報告に対し 質疑に入ります

本案は、平成23年度むつ市後期高齢者医療特別

会計補正予算について、報告及び承認を求めるも

のであります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は承認であります。

委員長報告のとおり承認することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第10号は委員長報告のとおり承認されま

した。

◇報告第１２号

〇議長（山本留義） 次は、報告第12号 専決処分

した事項の報告及び承認を求めることについて、

、 。産業建設常任委員長報告に対し 質疑に入ります

本案は、平成23年度むつ市水道事業会計補正予

算について、報告及び承認を求めるものでありま

す。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は承認であります。

委員長報告のとおり承認することにご異議ありま
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せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第12号は委員長報告のとおり承認されま

した。

◇報告第１３号

〇議長（山本留義） 次は、報告第13号 専決処分

した事項の報告及び承認を求めることについて、

、 。総務教育常任委員長報告に対し 質疑に入ります

本案は、むつ市税条例の一部を改正する条例に

ついて、報告及び承認を求めるものであります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は承認であります。

委員長報告のとおり承認することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第13号は委員長報告のとおり承認されま

した。

◇報告第１４号

〇議長（山本留義） 次は、報告第14号 専決処分

した事項の報告及び承認を求めることについて、

、 。民生福祉常任委員長報告に対し 質疑に入ります

本案は、むつ市国民健康保険税条例の一部を改

正する条例について、報告及び承認を求めるもの

であります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は承認であります。

委員長報告のとおり承認することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第14号は委員長報告のとおり承認されま

した。

◇報告第１５号

〇議長（山本留義） 次は、報告第15号 専決処分

した事項の報告及び承認を求めることについて、

、 。民生福祉常任委員長報告に対し 質疑に入ります

本案は、平成23年度むつ市国民健康保険特別会

計補正予算について、報告及び承認を求めるもの

であります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は承認であります。

委員長報告のとおり承認することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第15号は委員長報告のとおり承認されま
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した。

◇報告第２０号

〇議長（山本留義） 次は、報告第20号 専決処分

した事項の報告及び承認を求めることについて、

、 。民生福祉常任委員長報告に対し 質疑に入ります

本案は、平成24年度むつ市国民健康保険特別会

計補正予算について、報告及び承認を求めるもの

であります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。以上で

質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は承認であります。

委員長報告のとおり承認することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第20号は委員長報告のとおり承認されま

した。

◎日程第10～日程第11 議員提出議案

上程、提案理由説明、質疑、討論、

採決

◇議員提出議案第３号

〇議長（山本留義） 次は、日程第10 議員提出議

案第３号 基地対策予算の増額等を求める意見書

を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。10番石

田勝弘議員。

（10番 石田勝弘議員登壇）

〇10番（石田勝弘） 議員提出議案第３号 基地対

策予算の増額等を求める意見書について、意見書

案の朗読をもって提案理由にかえさせていただき

ます。

基地施設周辺の市町村は、基地所在に伴う諸問

題の解決に向けて鋭意努力しているところであ

る。

しかし、基地関係市町村は、長期に渡る景気低

迷による地域経済の著しい疲弊や、基地所在に伴

う特殊な財政需要の増大等により大変厳しい財政

状況にある。

こうした基地関係市町村に対しては、これまで

総務省所管の固定資産税の代替的性格を基本とし

た基地交付金（国有提供施設等所在市町村助成交

付金）及び米軍資産や住民税の非課税措置等の税

財政上の影響を考慮した調整交付金（施設等所在

市町村調整交付金）が交付されている。

基地交付金・調整交付金については、基地所在

による特別の財政需要等にかんがみ、固定資産税

の評価替えの翌年度において、平成元年度より３

年ごとに増額されてきた経緯がある。

また、自衛隊等の行為又は防衛施設の設置・運

用により生ずる障害の防止、軽減のため国の責任

において防衛省所管の基地周辺対策事業が実施さ

れている。

よって、国におかれては、基地関係市町村の実

情に配慮して下記事項を実現されるよう強く要望

する。

記

１ 基地交付金及び調整交付金については、今年

度は固定資産税の評価替えの年度にあたるた

め、これまで３年ごとに増額されている経緯を

十分踏まえ、平成25年度予算において増額する

とともに、基地交付金の対象資産を拡大するこ

と。

２ 基地周辺対策経費の所要額を確保するととも
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に、各事業の補助対象施設及び範囲の拡大等の

適用基準の更なる緩和を図ること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を

提出する。

以上が提案理由であります。議員皆様方のご賛

同をよろしくお願い申し上げます。

〇議長（山本留義） これで提案理由の説明を終わ

ります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議員提出議案第３号の質疑を終わりま

す。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議員提出議案第３号は、会議規則第38条第２

項の規定により、委員会への付託を省略したいと

思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議員提出議案第３号は委員会への付託を省略

することに決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議員提出議案第３号は原案のとおり可決され

ました。

なお、本意見書の提出先については、内閣総理

大臣、総務大臣、財務大臣、防衛大臣、衆議院議

長、参議院議長としたいと思います。ご了承願い

ます。

◇議員提出議案第４号

〇議長（山本留義） 次は、日程第11 議員提出議

案第４号 こころの健康を守り推進する基本法の

制定を求める意見書を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。25番白

井二郎議員。

（25番 白井二郎議員登壇）

〇25番（白井二郎） 議員提出議案第４号 こころ

の健康を守り推進する基本法の制定を求める意見

書について、意見書案の朗読をもって提案理由に

かえさせていただきます。

心身の健康は、一人ひとりの国民の基本的な権

利であり、社会の活力と発展の基盤をなすもので

す。しかし現在の我が国は、年間自殺者が３万人

にも上り、320万人を超える方々、つまり国民の

40人に１人以上が精神疾患のために医療機関を受

診しているという数字に代表されるように 「国、

」 。民のこころの健康危機 といえる状況にあります

ひきこもり・虐待・路上生活など多くの社会問題

の背景にも、こころの健康の問題があるといえま

す。

しかし日本における精神保健・医療・福祉のサ

ービスの現状は、こうしたこころの健康について

の国民ニーズに応えられるものではありません。

世界保健機関（ＷＨＯ）は、病気が命を奪い生

活を障害する程度を表す総合指標（障害調整生命

年（ＤＡＬＹ ：disability adjusted life year）

s）を開発し、政策における優先度を表す指標と

して提唱していますが、この世界標準の指標によ

り、先進国において命と生活に最も影響するのは

精神疾患であることが明らかになりました。精神

疾患は、それに続くがんと循環器疾患と合わせて

三大疾患の一つといえます（ＷＨＯの「命と生活

障害の総合指標」による 。）

欧米ではこの指標に基づいて国民の健康につい

ての施策が進められていますが、日本ではそうし
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た重要度にふさわしい施策がとられてきていませ

ん。

こころの健康危機を克服し、安心して生活がで

きる社会、活力ある社会を実現するためには、こ

ころの健康を国の重要施策と位置づけ、総合的で

長期的な施策を実行することが必要です。

よって国におかれては、その重要性にふさわし

く、すべての国民を対象とした、こころの健康に

ついての総合的で長期的な政策を保障する「ここ

ろの健康を守り推進する基本法」の制定を強く求

めます。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を

提出する。

以上が提案理由であります。議員皆様方のご賛

同をよろしくお願いいたします。

〇議長（山本留義） これで提案理由の説明を終わ

ります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議員提出議案第４号の質疑を終わりま

す。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議員提出議案第４号は、会議規則第38条第２

項の規定により、委員会への付託を省略したいと

思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議員提出議案第４号は委員会への付託を省略

することに決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議員提出議案第４号は原案のとおり可決され

ました。

なお、本意見書の提出先については、内閣総理

大臣、厚生労働大臣、衆議院議長、参議院議長と

したいと思います。ご了承願います。

◎閉会の宣告

〇議長（山本留義） これで、本定例会に付議され

た事件はすべて議了いたしました。

以上で、むつ市議会第212回定例会を閉会いた

します。

午前１０時５２分 閉会
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